
特集　温故知新～『知恩』とともに、今を生きる　（特別編⑦）

5

昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
に
創
刊
の
『
知
恩
』
誌
は
、
幾
多
の
先
人
た
ち
が
珠
玉
の
こ
と
ば
を
残
し
て
い
ま

す
。
前
回
（
２
０
２
５
年
７
月
号
と
９
月
号
）
は
大
正
、
昭
和
を
代
表
す
る
作
家
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
詩
人
の

佐
藤
春
夫
（
１
８
９
２
～
１
９
６
４
年
）
の
寄
稿
や
講
演
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
今
回
は
60
年
前
の
昭
和
41

（
１
９
６
６
）
年
の
『
知
恩
』
誌
を
飾
っ
た
僧
侶
で
作
家
の
寺て

ら

内う
ち

大だ
い

吉き
ち

師
（
１
９
２
１
～
２
０
０
８
年
）
の
講

演
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

（
編
集
部
）

●
16
歳
の
長
男
の
死
に
直
面
し
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

寺
内
大
吉
師
は
浄
土
宗
の
お
寺
に
生
ま
れ
、
終
戦
の
年
に
大
学
を
卒
業
、
住
職
の
傍か
た
わら

作
家
活
動
に
入
っ
た

直
木
賞
作
家
で
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
自
坊
の
大だ

い

吉き
ち

寺
に
由
来
し
ま
す
。
初
期
に
は
競
輪
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の

評
論
の
ほ
か
、
ベ
レ
ー
帽
を
か
ぶ
っ
た
気
軽
な
姿
で
テ
レ
ビ
に
も
登
場
し
、
昭
和
の
お
茶
の
間
で
親
し
ま
れ
た

人
で
し
た
。
後
年
は
本
名
で
あ
る
成な

り

田た

有ゆ
う

恒こ
う

師
と
し
て
、
20
世
紀
最
後
の
浄
土
宗
宗
務
総
長
（
１
９
９
１
～
２

０
０
１
年
）
と
し
て
尽
力
し
、
さ
ら
に
は
大
本
山
増
上
寺
の
第
87
代
法
主
（
２
０
０
１
～
２
０
０
８
年
）
を
務

め
、
浄
土
宗
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

『
知
恩
』
誌
へ
は
１
９
６
５
年
の
御ぎ

ょ

忌き

大だ
い

会え

法
要
の
際
の
記
念
講
演
に
登
壇
し
、
翌
年
の
５
月
号
か
ら
３
カ

月
間
、
講
演
詳
報
が
載
り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
宗
教
」。
当
時
も
今
も
か
な
り
軽
い

感
じ
の
す
る
演
題
で
す
が
、
軽
い
タ
イ
ト
ル
と
は
裏
腹
に
深
刻
な
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

「
私
は
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
の
誠ま

こ
とを
捧
げ
た
い
」
と
切
り
出
し
た
寺
内
大
吉
師
は
、
子
ど
も
が
３
人
い
る

話
を
し
ま
す
。「
一
番
上
が
男
の
子
で
、
こ
れ
が
16
歳
に
な
り
ま
す
が
、
今
月
の
一
日
（
１
９
６
５
年
４
月
１
日
）

に
突
然
、
こ
の
子
が
亡
く
な
り
…
…
（
中
略
）
…
…
、
今
日
が
そ
の
子
の
三み

七な
ぬ

日か

に
該
当
す
る
の
で
あ
り
ま
す
」
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過去の先達のことばに学ぶ




